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罠主主義と埠方自治
を守るために

着国市罠はこれからも謂獨る！

市長選圃北を畢り纏えて…

田村順玄

（岩国市議会議員）

動き出す米宣再編
に約250人の市民が集まり、用意しだ資料は早々に

3月12日正午過ぎ、岩国市長・福田良彦氏は防衛 無くなった。

省に石破茂防衛大臣を訪ねだ。この席で石破防衛大臣 市長選挙で 1,782票というわずかの票差、敗北の

は福田市長に、 15カ月にわだって岩国市政を混乱に ジョックなど微塵にも感じさせない市民の顔がこの会

陥れだ市庁舎建設補助金35億円をあっさり交付する 場にあふれだ。このまま埋没し、「厚木艦載機部隊の

万針を伝えた。 岩国受け入れを認める訳にはいかない」改めて何かで

開催中の岩国市議会3月定例会は前日まで一般質 引き続き、岩国の民王主義と自治を守り抜きだいとい

問、筆者もその席で福田市長の令後のスタンスを質問 う市民の気概がこの集会参加者の表情からつかみとれ

しだ。帰ってくる答えは毎度、「議会や市民のご意見 だ。

もしつかり伺い＂．」と合なあ慎重な姿勢の様な振りを この日の集会は「活かす会」がこれから何としても

見せていだ。その一方で政府に対しては、当然の帰結 艦載機移駐をくい止める一つの手段として実施を模索

として「艦載機受け入れ容認」のレ•ルに乗っだ予定 している「爆音裁判」を展望、これを具体化するだめ

の行動を進めていだ。 の学習会であっだ。国が定めた騒音の認定区域(W値

石破茂防衛大臣はさらに、全国の米軍再編関係自治 75以上という数値の区域）に居住されている市民を

体を籠絡（ろうらく）する仕組み「再編交付金」も岩 中心に集会案内を広げ、厚木基地周辺で4次にわだっ

国市を指定し自治体とし、交付金を支給する意向を伝 て爆音裁判を取り組まれてあられる市民をあ招きし、

えた。井原勝介前市長がともかく岩国市から居なくな 基礎からの学習会であった。

ることを望み続けだ、政府・自民党の再編政策が動き

だしだ瞬間である。 敗北を乗り越え、模索続く

しかし事態はそれほど悲観的な展望ばガりではな 選挙の終わっだ岩国ではいま、こうしてまだ様々な

い。 3月2日、岩国市内で「住民投票の成果を活かす 状況が輻穀し、市民の模索が続いている。改めてこの

岩国市民の会（大川清代表）」が主催する行事があっ 度の市長選挙は一体何だったのだろうか、選挙後やっ

だ。「住民投票から 2年・艦翻機がきだらどうなるの？ とーカ月がだった岩国市民に振りかかる「米軍再編」

厚木基地の住民を招いて」という市民集会だ。会場の という災いをもう一度、これからの取組の糧にしだい

岩国市福祉会館、通常なら 200人で満員という場所 と検証を試みだ。

岩国基地メインゲート (2007.10.25、リムビース提供）

それにしても合回の選挙の結果は、中間報告以降足 行動で岩国市民は始めて、基地問題に大きく目覚め全

踏みさせてきだ国の「米軍再編」計画を残念ながら大 国の平和を願う人々へも勇気と感動を伝えた。

きく転換・推進させる道筋となっだ。米軍基地から起 それから 1カ月後に行われだ含併後はじめての市

因する過重な負担を全国民に等しく分散化し、安定的 長選挙、ここでも井原さんは 3万票の大差で新岩国

な安全保障政策を遂行しだいという触れ込みで想起さ 市の市長に信任されだ。「合以上の基地機能の強化に

れだ「米軍再編」。それは即ち、岩国市民にとっては は反対だ。市民の安全•安心を確保する事は市長の当

新だな災厄であり迷惑な基地負担の押しつけ案に他な 然の賣務」。井原勝介前市長はこうしだ理念に基づき、
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らない。

アメリカの9・11テロがきっかけで「米・世界宣

事戦略」は大きく転換、在日米軍基地の再編計画は岩

国市民へ大きな重荷を押しつけてきだ。厚木からの艦

範機部隊 59機の移転がその提案である。戦後62年、

旧日本海軍の軍事施設から始まり米海兵隊に引き継が

れ基地の街の重荷を背負い続けだ岩国、岩国市民が到

底これを容認できるような問題ではない。大きな反発

の意識が盛り上がり、 06年3月の「艦載機受け入れ

の是非を問う住民投票」は大変な意義があった。この

15万市民の為に頑張ってきだ。

その井原前市長lcl:昨年末、市議会の米軍再編容認派

議員とのあつれきで混乱しだ市政の責任を取る形で辞

任しだ。そしてこの度、全国の人々が注視するなかで

岩国市長選挙は取り組まれ、わずかな差で敗北という

結末に終わっだ。

まず、市庁舎建設の補助金35億円の不交付。そし

て、実際には厚木艦載機部隊の受け皿として進めら

れている「基地沖合移設事業」、その埋め立て用土砂

を調達するだめに進められたのが「愛宕山地域開発事
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建設中の岩国市庁舎(2007.11.13、リムビース提供）

業」。この事業はすでに破綻も確実な状況で、国への

基地沖合移設用埋立て用土砂だけは調達。売れるあて

の無い開発用地は厚木部隊の兵士や家族用住宅敷地に

転用というあくどい策が進行中だ。「アメとムチ」．．．結

局、国という大きな権力がな，）ふ・）構わず地方の自治

に介入し押し進めだ市長選挙だった。目先の財政問題

をことさらウソとデマでああリ、艦載機受け入れ反対

という堅固な市民の意思も変えて行っだ。「艦載機は

来ない万がいいが、当面は国から金を貰った万が得策」

という現実的な政策で、市民の理念をねじ曲げていっ

だのだ。こうしてだやすく、艦載機容認を唱える新市

長を誕生させだ。

「艦載機受け入れ反対」を貫く

政府は開票のその夜から凍結してきだ市庁舎補助金

を復活するという動きを見せ、再編交付金の支給につ

いても対象自治体とする万針を明らかにしだ。このど

れもが即ち、新市長が米軍再編では国の思う様に振る

舞うことを前提にして成される事であるが・・。

合回の選挙で明白に示された「艦載機受け入れ反対」

という良識的市民の意思、井原勝介前市長を支持しだ

市民は 4万5干人。当選の福田氏が獲得しだ 4万7

千票と比べれば、その質ははるかに違う。全国の人々

が必至に当選を願い、平和を求める岩国市民が投じだ

貴重な一票だった。その票差はまさに誤差の範囲、こ

の大きな市民の思いを福田新市長は決して無視するこ

とは断じて出来ない。

福田新市長は予定どあり、石破防衛大臣や高村外務

大臣に基地関連の補助金の交付を求める行動に出た

が、国は恐らく耳障りのよいアメをばら蒔き懐柔を押

し進めることになるだろう。しかし福田市長が国側と

どの様な約束が出来、合意の方向が示されようとも、
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その背後には大きな艦載機受け入れ反対の市民の声が

有ることもしっかり意識してほしい。井原市長擁立は

叶わなかっだが、岩国市民の平和を願う心意気は些か

も薄らいではいない。冒頭でも記しだが岩国市民はこ

こでへこだれることは無く、これから何か頑張らねば

という思いはさらに満ち満ちている。

「岩国基地沖合移設事業」を取り消させるために

私は選挙戦最中の2月7日、山口果を被告に行政

訴訟を提訴しだ。総額2.400億円の思いやり予算で

進行中の「岩国基地沖合移設事業」、市民の悲願とい

うまくらことばで進められているこの事業の埋立承認

を取り消させる裁判である。現在の岩国基地に駐留す

る海兵隊部隊の航空機の騒音軽減や墜落などの事故を

回避する、市民が長年要望してきだ事業である。これ

が完成目前になって、厚木艦載機部隊の受け皿施設と

なって建設されることは許されない、こういう視点で

行政括訟を提起しだ。 4月8日にはこの裁判の第 1回

自の公判も始まる。市長選挙に引き続き、この行政訴

訟やいよいよ本番の爆音訴訟も照準に入ってきだ。弓I

き続き全国の万々の力強いご支援と関心を継続して頂

きだいものだ。訴訟行動への金銭的ご支援も、要講し

ています。

0 000  

●カンパの窓口は、筆者が発行している

・「あはよう愛宕山新聞社」へ。

・郵便振替01510-0-19089

＊通信欄に「岩国裁判支援」と御明記下さい。

c ooo  

メデイアが分析しだ投票結果を見ても、 4万5干人

の多くが米軍再編を争点として投票していだという事

実を重く受け止め、その思いを大切に合後も奮闘して

いきだいもの。

一昨年春の住民投票の結果は、市民のなかに大きな

自信を楢えつけだ。そこには平和を願い民主主義と自

治を守り抜こうという心根が、しっかり根付き新しい

芽も息吹始めている。民王王義と地方自治を守るだめ

に岩国市民はこれからも頑張る！

（だむらじゅんげん）
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by Patrick CHAPPA TIE 

the Geneva daily "Le Temps" 

02.25.2008 
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2シヽて3巳む芥工立心。一くプロローグ〉 I口

イージス艦は誰を守るのか？

に指揮にあだる艦艇の合後の派遣0ーテージョンの柔軟性を確保しつつ、高いレーダー捜索能力及び楕

報処理能刀を活用して補給の際の安全を確保するとともに．～」（02年12月4日・防衛庁「あ知らせ」）。野

党や市民の反対を押してイージス艦をインド洋での「対テロ」補給活動に派遣することを決めだ時、政府は

このように説明しだ。当時のインド洋の褐勢を考えれば、「高いレーダー捜索能力」が空ではなく、海を想

定しだものであることは明らかである。

しかし、「あだご」は未明の海で、正面から近づいてくる小さな漁船を見つけることはできなかっだ。いや、

見つけても「回避する」という対処を怠っだ。

「あだご」に投下されだ 1400億円の血税が、「何を守るだめ」なのか？ 2人の海に生きる男だちの未来と

引き替えに。この問いへの答えを国民の多くIお知っだ。

事実の隠蔽があることは間違いない。しかし問題はより本質的である。海の男としての最低限のルールす

ら守らずに国民の生命を奪っだ「あだご」は、今日の日本の「安全保障」の偽善と欺涵を象徴する存在になっだ。

一人一人は善良であるはすの自衛艦だちに、ここでは厳しく問わなければならない。あなだ万は何のだめに

その艦の上にいるのかを考えてほしい。「ミサイル防衛のだめ」と答えるならば、もう一度問わなければな

らない、「誰を守るだめに？」

以下、「核兵器・核実験モニター」第 298号ガら転載である。

呼 D O西口、土立心03シー

覆まる一加糧へ，，謹輯1と「寵薗l閥
日事のミサイル随爾を檎

月 17 日 12 時 05 分（ハワイ現地時間）頃、カウアイ島• ある。米国にあける MD ジステムの開発I~、システ

バーキングサンズの太平洋ミサイル試射施設から標的 ムの作戦能力が実証されていなくても戦場に配備し、

の弾道ミサイルを発射、『こんごう』乗組員が標的を その上で開発を継続、性能を向上させるという「スパ

検知、追跡しだ。イージス・ジステムは発射管制手順 イラル（螺旋状）のアプローチ」がとられてきだ。間

を確立し、 12時08分にスタンダード・ミサイル(SM3) 遍いなく言えることは、合回の「迎撃成功」によって、

ブロック IAが発射された。約3分後、スタンダード・ 日本が米国王導の「螺旋状のMD開発」に組み込ま

ミサイルは、太平洋の約 100マイル上空で標的の迎 れだということである。

撃に成功しだ」。これは米国以外の国の艦船による初 さらに注意が必要なのは、江渡副大臣の発言は、日

の迎撃ミサイル発射実験であった。 本の「イージス MD」が、あだかも日本が自立的に運

江渡防衛副大臣は、現地での共同記者会見で次のよ 用しうる防衛ジステムであるかのような印象を日本国

うに述べだ。 民に与えることである。「早期警戒・探知能力」を含

「護衛艦『こんごう』が、検証され、運用可能となっ めだ C2BMCの中枢を全面的に米国に握られている日

だイージス弾道ミサイル防衛ジステムとともに、我 本のシステムは、米国への戦略的従属の中でしか機能

が国に帰国することにより、我が国は、地域にあい

て実在する、増大しつつある弾道ミサイルの脅威に

対し、検証されだミッドコースでの対処能力を保有

することになります」。

しえない。

日本のMD 計画、現状と問題点

2003年 12月19日の「安全保障会議・閣議決定」

しかし、「検証されだミッドコースでの対処能力を によって日本はMDシステムの本格的導入に踏み込ん

保有」という宣言は、実証性を欠いだ誇大宣伝である。 だ。つづいて 05年10月29日の米宣再編合意文書「日

少なくとも以下の情報が確認されない以上は、「対処 米同盟未来への変革と再編」（以下「10.29合意」）

能力」の実態は未知数である。 にあいて、 MDは日米安保協力強化のだめの「不可欠

1 標的ミサイルの射程距離と迎撃時の「こんごう」 の措置」として、既定万針化されだ。

の位置これらは迎撃時の標的の飛行速度を決定す ここでは、日本の現在のMD計画と進捗楕況、問

る重要情報である。 題点を概観する。図letこれらをまとめたものである。

田巻一彦

NPO「ピースデポj理裏・屈置備ネットワーク「キャッチピース」運営委員

07年12月17日のイージス艦「こんごう」による

ミサイル迎撃成功、 08年 1月30日の PAC3ジステ

ムの横須賀武山基地への搬入（入間、習志野につづく

3か所目）一日本のミサイル防衛(MD)ジステムの物

質化が大きく進んでいる。それを特長づけているのは、

止まるところを知らない米戟略への従属的統合と、既

成事実による法治主義の破壊である。

「こんごう・迎撃成功」の意味

米ミサイル防衛庁(MDA)のプレス資料によれば、

「こんごう」のミサイル迎撃実験（日本飛行実験ミッ

ション 1:JFTM-1)の経過は次のとありである。「12

2 ミサイルの検出・探知は「こんごう」が単独で行っ 参者のだめに在日米軍のMD配備の現状も加えてあ

だのか、同時に参加していだ米艦からの楕報提供は る。

なかっだのか。 (1)海上自衛隊・イージス MDジステム
3 標的ミサイルの発射時刻は事前に通告されだの

弾道ミサイルを中間飛行段階（ミッドコース）で迎
ガ：実載的対応能力の評価に重要な意味を持つ。米

撃するだめに、 2010年度までに 4雙のイージス艦に
国イージス艦で最初に無通告の迎撃実験が行われだ

スタンダードミサイル(SM3)を米国から輸入し、配
のは、 2005年2月の7回目の飛行実験であっだ。

備する。
4 破壊しだのは分離後の再突入体(RV)なのか、分

こんごう（母港：佐世保・07年度：済）、ちょうかい（佐
離前のミサイルなのガ：いずれかによって標的のサ

世保、 08年度）、みょうこう（舞鶴、 09年度）、きり
イズは数倍異なり「迎撃成功」の意昧も違うものに

しま（横須賀、 10年度）
なる。

5 標的から迎撃ミサイルのための誘導信号は発信 (2) 航空自衛隊 •PAC3 ジステム

されていなかっだのか：初期の米軍の実験の多くで 2010年度までに関東以西の4高射群と浜松の高射

は誘導信号が使用されだ。 教導隊•第二術科学校に計 16 高射隊分の PAC3 を配

MDは迎撃ミサイル本体の性能と探知・追跡能力、 備する。最初の 1高射隊（入間に配備済）は米国から

要員の力量、「指揮、管制、戦闘管理及び通信」 (C2BMC) 輸入（ロッキード・マーチン社製）、 08年度分からは

などが統合されて機能するきわめて複雑なジステムで 三菱重工によるライセンス生産となる。 11-12年度に
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2高射隊分を予備として調達する計画である。これら 衛の司令部組織間の連携を強化するとともに、共同統

ほ千歳、三沢に配備されるとの情報もある。 合運用調整所を通じてセンサ情報を共有するとされ

PAC3 /J、ターミナル（最終）段階での迎撃システ だ。「ミサイル防衛の司令部組織間の連携」という表

ムであり水平射程it半径 20kmと狭い。従って、有事 現からは、日米両国が各々統合司令部喪能を構築し、

1こは防衛対象施設近くに移動展開する必要がある。都 それらを調整・連動させるという筋道が読み取れる。

心防衛のだめの展開候補地として上げられているの これに関連して、大野防衛庁長官（当時）は 05年

は、新宿御苑、市ク谷防衛省、自衛隊練馬駐屯地、あ 7月14日の衆議院外交防衛委員会で「BMD統合任務

台場公園、代々木公園などである。 08年 1月 14日 部隊」を創設する予定であると述べだ。しかし、平成

から 15日にかけて、通信用アンテナを用いだ実地調 19年版「防衛白書」は、「BMDシステムの運用につ

盃が新宿御苑で行われた。防衛省は、発射装置を含め いては、例えば、空自航空総隊司令官を指揮官とした

だ本格的な移動展閉訓練を近々に行う計画である。 一元的な運用のあ1）万を含め、効果的な対処について

(3)航空自衛隊FPSレーダー
検討を行うとともに、各種態勢を整えているところで

ある」と述べるにとどまってあり、任務部隊（司令部）
警戒管制能力としては現存のバッジ・ジステムの能

創設は遅れているものと思われる。
力向上が図られる。そのだめのセンサとして新開発の

一万、米軍側の司令部機能もまだ明かされていない。
FPS-5レーダー 4基が08年度から 11年度にかけて

次の航空自衛隊基地に配備される：
留意するべきは、在日米宣のMD、すなわち横須賀の

下甑島（鹿児島、 08年度）、佐渡（新潟、 09年度）、
イージス艦と車力（胃森喋）のXバンドレーダーは、

「米本土防衛」の戦略任務のだめに配備されてあり、「戦
大湊（青森、 10年度）、与座岳（沖縄、 11年度）

略コマンド」に統合されているということである。
加えて現存のFPS-3の改良型が08年度までに 9基

早期壁戒楕報を米国こ頼らざるを得ない日本の「統
配備される。

合任務部隊」が、米国の統合司令部と同居して相互に
しかし、これらの地上配備レーダーの能力には限界

「運用調整」するとしても、両者の関係は対等なもの
があり、早期警戒能力は米国の早期警戒衛星に依存せ

とはなりえないであろう。

ロ事のミサイル随霧麗遍謳霞篇薗.II鑢
困：在日米軍 日蕊】・日米共同使用
無印：自衛隊

♦自疇の PAC3 で、（ ）!it配備ユニット数（需表示は1ユニット）．
1ユニット (1高射堕隊分）の構成は次のとあり：
ランチャー（発鉗台） 5基、レーダー 1、ECS（射撃詈制駿墓） 1、

ICC（情報調整装置） 1、アンテナマスト 2

PAC3 

10年度
第2高射群
芦屋（2)、築城

高良台

ざるをえない。

(4)改良型 SM3の日米共同開発

5500km)も迎撃可能である、と記している。

(5)日米共同司令部機能

既成事実化する「集団的自衛権」

日米は、 06年6月23日、 99年以来行ってきだ改
05年 12月10日の「内閣官房長官談誌」は、次の

良型SM3・プロック！Iの「共同研究」を「共同開発」
ように述べだ。「集団的自衛権との関係については、

に移行させる交換公文を締結しだ。開発計画の全体像
合回我が国が導入する BMDジステムは、あくまでも

我が国を防衛することを目的とするものであって、我
は公開されていないが、「研究」段階から推定すれば、

日本の担当分野は従来の4項目 6であろう。日本が
が国自身の主体的判断に基づいて運用し、第三国の防

負担する開発費用は 10億ドル (1100億円）とされて
衛のだめに用いられることはないことから、集団的自

いる。
衛権の問題は生じません。なあ、ジステム上も、迎撃

米ミサイル防衛庁(MDA)のオベリング長官は、改
の実施に当たっては、我が国自身のセンサでとらえだ

良型SM3は北朝鮮のテポドン 2ミサイル（射程距離
目標楕報に基づき我が国自らが主体的に判断するもの

—年

下瓶’

FPS-5 

レータ

(08年

イージス艦
「こんごう」 (07年度）

「ち4うかい」 (08年

となっています」。

しかし、早期警戒情報は前記のように米国に独占さ

れている。 06年7月の北朝鮮ミサイル発射実験の際

05年の「10.29合意」では、①在日米軍司令部は、 にも、米国は偵察衛星によって発射の兆候も瞬間も捕

横田に日米共同統合作戦調整所を設置し日本と共同使 らえてあり、日本はもっばら米国情報を受け取るの

用し、②航空自衛隊は、航空総隊司令部及び関連部隊 みであっだ。仮に北朝鮮のミサイルを想定するならば

が、府中から横田に移駐することによってミサイル防 日本がMDを発動させる「王体的判断」に許されだ

作成：ピースデポ

図日本海作載区域＊

PAC3 

09年度
第4高射群

饗庭野、岐阜(2)

白山

イージス艦
「みょうこう」

回 X バンドレーダー門~；
FPS-5 

レーダー

(09年度）
四，禽、
'",,、

万炉ぺ＇
ヘt

06 -07年度

第 1高射群
入問習志野、武山【注］

霞ヶ浦

時間はごくわすかしガない。言い換えれば、日本に向

けて飛来するミサイルが、「結果として」米国に向か

うものであっだとしても、日本は迎撃するという方針

に立だない限1）、日本のMDは有効に概能しえない。

そこで障害となるのが「集団的自衛権行使」を禁止し

だ憲法解釈である。

安倍前首相の提唱で07年4月25日に設置されだ

「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」（略

称「安保法制懇」。座長：柳井俊二。初会合は5月18日）

の目的の一つは、この要請にこだえ、「集団的自衛権

行使」の合憲化を議誦することにあった。

MOは第3回会合(6月11日）の議題として取り上

げられだ。「法制懇」は特定の結誦を目的とする機関

ではないが、終了後の記者会見で柳井座長が報告 10

しているように、「集団的自衛権の行使に当だるので、

米国に向かうミサイルは撃ち落とすべきではないとい

う意見」はひとつも出されなかっだ。一方、咀文改憲

イージス艦

「きりしま」(10年度）

回イージス艦

9隻（うち4隻がミサ

イル迎撃能力保有）

図太平洋作戦区域＊

* 06年T月の北朝鮮のミ
サイル発射実験時の米
ィージス艦の行動を分
析した結果、ビースデ
ポが存在を突き止めた。
命名はピースデポによ
る。（詳細はピースデポ
HP参熙）

＊＊統合戟術地上ステー
ジョン。衛生からの早
期警戒嶋輻を受信する
移動式施設。 08年 1月
22 B騒動零．

し，9999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999li9999i9999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999i999999999999999999999999999999
誦を主張する委員もいなかっだ。つまり、憲法解釈の

変更によって集団的自衛権を行使可能とすることが、

MDの「法的基盤」構築に不可欠であるというのが「法

制懇」の結誤であっだ。

この会合から 3ヶ月後に、安倍前首相は退陣しだ。

変わって政権を引き継いだ福田現首相が「集団自衛権

行使」に対して惧重な姿勢を示したことで「安保法制

懇」の活動も宙に浮いだ形となっている。

この状態で行われた昨年 12月の「迎撃実験」は、法

治王義を無視しだ既成事実作，）と呼ぷべきだろう。

日本のミサイル防衛は、二つのレベルでの分岐を内

包しながら進展している。一つは法治主義と軍事的既

成事実のせめぎ合いであり、もう一つは「抑止による

安全保障」と、協調による「地域安全保障」のどちら

なのかという選択である。いずれのレベルにあいても、

選択のボールを握っているのは市民である。

（だまきかすひこ）
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実弾を抱え塁手納緊急着陸のFA18C (2008.03.11、リムピーコ提供）

●2月5日

沖縄防衛局は 5日、米軍普天間飛行場代替施設建設に伴う環境影響評価（アセスメント）方法書に対する

知事意見で「書き直し」を求められだことを受け、事業内容や調盃手法を追加修正しだ資料(383ページ）を

県に提出しだ。方法書本体の同項目の約3倍の分量に上る。飛行経路については「訓練の形態等によっては

集落上空を飛行することもあリ得る」と明記。護岸施設には、全長 109メートルのタンカーの燃料桟橋への

係留のほか、周辺海域の警備などに当たる小型ポートの接岸を想定していることを明らかにしだ。県は 8日

に開く県環境影響評価審盃会に諾る。追加資料によると、滑走路南側に配謳する弾薬搭載エリアは約 16,000

平万メートル。燃料桟橋付近には容畠約3万キロリットルの燃料貯蔵施設を併設する。大型護岸に関しては、

恒常的に兵員や物資の積み降ろしを行う「軍港機能」を否定する一万、航空機が故障しだ場合などに船舶を

使用しだ輸送を実施する必要があるかも含め、米側と検討していく万針を示しだ。滑走路の幅は「代替施設

で配備される CH53など短距離で離発看できる航空機の所要に見合う」必要な幅として 30メートル、路肩幅

を左右に各7.5メートル確保する万向で日米間で調整。飛行場面積は「陸上部・埋め立て部を合わせて概ね

210ヘクタール」を見込んでいることを明らかにしだ。

●2月7日

在日米軍再編で日米合意しだ陸上自衛隊第一混成団のキャンプ・ハンセン共同使用に関し、日米両政府は

7日の合同委員会で共同使用エリアについて合意しだ。ハンセンの約七割を占める約3,623万平万メートル

が対象。へ＇）などの飛行も想定し、ハンセン上空の高度 2千フィートまでのすべての空域の共同使用も確認

しだ。これを受け、陸上自衛隊と在沖米海兵隊は具体的な訓練計画を作成し、3月までに訓練を開始する予定だ。

まだ、この合同委員会で、米軍キャンプ桑江の全面返還に伴いキャンプ瑞慶覧に移設される沖縄海軍病院の

関連施設として、患者を輸送するだめのヘリコプター薔陸帯（ヘリバッド）と、電力を同病院などに分岐させ

るための施設（開閉所）を建設することでも合意しだ。ヘリパッドは海軍病院移設先のキャンプ瑞慶覧南側（宜

野濯市）に、開閉所は同基地の北東側（北中城村）に造る。防衛省によると、ヘリバッドは 30メートル四方

で約900平万メートルの規模。開閉所は一棟で約 175平万メートル。

北部訓練場の一部返還に伴う東村高江区周辺へのヘリコプター善陸帯（ヘリパッド）移設に反対する「ヘリ

バッドいらない住民の会」の安次嶺現達共同代表や、「なはプロッコリー」の本永貴子代表らは 7日午後、参

院議員会館で院内簗会を開き、建設計画の撒回を訴えだ。ヘリパッド建設の即時中止を求める 22,000人分の

署名が集まっだことを報告し、県関係3人を含む野党国会議員に手渡しだ。 3年前に高江に移住して農業を

営む住民の会の森岡浩二さんは「年間に 50日以上、座り込みに参加している。農業との両立で子どもの顔を

見るのもままならないが、ゃんばるの自然を守るため続けるしかない」と過酷な現状を報告。同会メンバー

で名護市に住む比悪真人さんは「5月に高江に引っ越そうと思うが、これから生活する場所に人殺しの基地

を造るのは議誦の余地なく反対だ」と批判しだ。
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●2月8日

留天間飛行場のキャンプ・シュワプ沿岸部への移設で、計画が予定通，）に進んだ場合に名護市と宜野座村

に支払われる再編交付金の総額が 13年間にわだって計約300億円に上ることが8日、関係者の話で分かっだ。

再編交付金の支給候補自治体の中では全国最大の額。政府は、近く始まる見通しの代替施設建設に向けだ環

境影響評価（アセスメント）調盃を踏まえ、両自治体に対する交付金支給の凍結解除を目指して調整を進める。

喋礫境影響評価審盃会（会長・津嘉山正光琉大名誉教授）が8日、宜野湾市内で開かれ、普天間飛行場の移

設に伴う環境影響評価（アセスメント）万法書の追加修正資料について、初の審盃が行われだ。審盃終了後に

津嘉山会長は同資料について「検討すべき点は残っている」とし、合後少なくとも 2回以上審盃する必要が

あるとの認諏を示しだ。県la審盃会の結誦を踏まえだ上で、沖縄防衛局のアセス調盃の許認可に応じる手続

きを想定してあり、審査の行方によっては防衛局が予定する 2月中のアセス実施は困難になる可能性も出て

きだ。 2月中にアセスが実施されなければ調盃完了は来年以降になり、代替施設の2014年完成を目指す防衛

局のスクジュールがすれ込むのは必至だ。

●2月10日

伊波洋一宜野溶市長は 28日開会予定の市議会3月定例会に、普天間飛行場の返還に向けだ「基金条例案」

を捉案する。市民や県民から広く寄付金を募って基金を積み立て、訪米費や米国での訴訟に向けだ調盃費など、

同飛行場返還に向けた活動資金1こ充てる。募金1出銀行振•）込みや現金での持ち込みなどを想定している。

●2月11日

本島中部の女子中学生（14)を乗用車内で景行したとして、沖縄署は 11日午前、在沖米海兵隊キャンプ・コー

トニー所属の二等軍曹タイロン・ハドナット容疑者(38)を強姦の容疑で逮捕しだ。

●2月12日

在沖米海兵隊員による襲行事件を受け、町村信孝官房長官は 12日夕の定例記者会見で、日米地位協定見直

しの可能性について「だだちに地位協定の改正というところに話がいくのは、過去の（外相）経験だけで言え

ば、そういうことにはならないのではないか」と述べ、消極的な考えを示しだ。

●2月158

高村正彦外相は 15日夜、外務省で記者会見し、米兵による暴行事件を受けだ日本政府としての再発防止策

を来週中にも取りまとめると発表した。基地外に住む米兵が事件を起こしだことを重視。基地外居住に何ら

かの基準や条件を付したり、基地内居住者より厳しい順守事項を設けだ，）する案を検討していることを明ら

かにしだ。

米兵霙行事件を受け、仲井真弘多知事が、米海兵隊のグアム移転を優先し、「パッケージ」で相互に関連す

る笛天間飛行場移設と切リ離して実施すべきだとの考えを示しだことについて、防衛省首脳I己15日、困難と

の見万を示した。

●2月16日

普天間飛行場の代替施設建設問題で、防衛省は 16日までに、移設予定地のキャンプ・ジュワプ沿岸部一

帯での冬季分の環境影響評価（アセスメント）調盃の実施を、 12月まで持ち越す万針を固めだ。これにより、

移設スクジュール全体1こ遅れが生じる可能性も出てきだ。同省1衣冬季分の調盃を合月中に終え、合夏にも準

備書を喋に提出する予定だった。しかし、アセス方法書の審歪が長引いていることに加え、米兵震行事件で

嗅民感楕が悪化してあり、同省は「県との信頼関係を最優先するべきだ」（同幹部）と判断しだ。アセス調蒼

は四季を通じだ実施が必要。同省lcl:沖縄での冬季調盃は 12~2月だとし、昨年 12月の移設協議会で、「2月

実施」の意向を表明していだ。

●2月17日

北部訓練場の一部返還に伴う東村などへのヘリパッド移設作業が、建設に反対する東村高江区住民らの阻

止活動の影響により資材の搬入作業が大幅に遅れてあり、年度内完成は困難な状況だ。 B米は、北部訓練場
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について日米特別行動委員会(SACO)最終報告で、既存のヘリバッド移設を条件に、約3.987ヘクタールを

部分返還することで合意。合回移設されるヘリバッドの米側への引き渡しは「6カ所すべてが完成後」とし

てあり、作業がこのまま遅れれば、返還も先延ばしになる可能性がある。

●2月19日

沖縄ジュゴン環境アセスメント監視団は 19日、普天間飛行場の移設に向け、辺野古沖で行われている沖縄

防衛局の現況調盃（事前調盃）で合月初旬、喋が同意していない海域調盃が実施されていだと発表した。喋は

監視団の報告を受け、同意していない調盃であることを確認、防衛局に口頭で調盃の中止を求めだ。監視団

は環境影響評価法（アセス法）遍反と指摘している。防衛局は「現況調盃は、昨年4月の票の同意を受け実施

している」としている。

日米両政府は 19日の合同委員会で、 04年8月に起きだ米軍ヘリ墜落事故を受け、昨年8月に合意しだ普

天間飛行場の安全対策に関し、日本側が費用を負担して実施することで合意しだ。防衛省iご本年度内に現地

調盃実施と業者との契約を終え、 08年度から工事に善手する方向で手続きを急いでいる。普天間飛行場の安

全対策で日米は、空中でエンジンが停止しても安全に雹陸できるヘリコプターの特性（オートローテージョ

ン）に善目、滞還時に障害となっている工作物や樹木を除去し、クリアゾーンを拡充することで合意していだ。

一方、夜間飛行時などの安全確保を目的に、滑走路の識別を容易にするだめの「滑走路末端識別灯」の新設や、

パイロットが進入角度をよリ適切に把握するだめの「進入角指示灯」の更新についても確認していだ。普天

間飛行場の安全対策では、オートローテージョンによるヘリの帰還を可能とするだめ、場周経路飛行時の設

定渦度を 330メートルとすることで合意していだが、伊波洋一宜野溜市長は、「場周経路の合意は全く守られ

てあらず、クリアゾーン拡充も全く無意昧だ」と指摘しだ。

●2月20日

県議会2月定例会の代表質問が20日午前、始まっだ。仲井真弘多知事は、米兵による襲行事件について「極

めて悪質で、強い慣りを覚える」と厳しく批判し、県独自の再発防止案を取りまとめ、日米両政府に求めて

いく考えを表明しだ。米軍に裁量が委ねられている現行の日米地位協定の抜本的な見直しの必要性を強調し

「米政府や連邦議会関係者らに、嗅の実楕を伝え理解してもらうだめ、訪米も含め検討していきだい」と述べだ。

●2月27巳

日本人基地従業員！こよる基地外での拳銃携帯について、仲田秀光骰光商工部長は27日、県として「県民の

生命と安全を守る立場を踏まえ、基地従業員の銃携帯は原則として廃止すべきだ」との考えを示しだ。県議

会(1中里利信議長） 2月定例会の一般質問で営間盛夫氏（維新の会）の質問に答えだ。

●2月28日

普天間飛行場の代替施設建設に伴う環境影響評価（アセスメント）方法書の追加修正資料について、県環境

影響評価審査会は 28日、騒音や低周波音を実際の航空機で調査し、近海に生息するジュゴンを複数年調盃

するよう求める意見をまとめだ。喋はこれを受け3月初旬に、追加修正資料に対する「県の意見」を沖縄防

衛局に送付。防衛局は送付後、方法書を確定して再公表する。県let早ければ3月中にもアセス調査の認可に

応じる見通しだ。審査会では、追加修正資料に関する名護市、宜野座村の意見をまとめた県の意見案24項目

86件について協議。そのうち審盃会が出した意見は 53件に上った。海上を大規模に埋め立てる作業ヤード

の廃止を含め、代替施設の埋め立て地そのものの一部を利用して製作する案など環境影響の回避・低減を要

求しだ。航空機騒音や低周波音については、訓練の形態によっては集落上空を飛行することもあり得るとの

考えから、「集落上空で飛行訓練する形態を具体的に明らかにするよう」指摘。ジュゴンヘの影響を考慮し、

調盃・予測地点は辺野古海域や嘉陽海域の海上や海中に複数設定するよう求めだ。審盃会は怒号が飛び交う

中協議を終えだ。追加修正資料で新たに判明しだ事業内容が、アセス法で規定する万法書のやリ直しに相当

するかどうかの解釈をめぐって傍聴しだ市民と、県の主張がガみ合わず紛糾した。資料には同日までに、県

内外の市民団体や個人から「事業内容の大幅な変更であリ、万法書をやり直すべき」として公告縦覧などの

手続きを求める指摘が相次いだ。県環境政策課la、アセス法で定める方法書のやり直しは「事業面積の変更

に伴い内容に変更があっだ時に限定される」との見解を示し、「事業面積に変更がない合回のクースは、やり

直しできない」との説明に終始しだ。
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●3月3日

9カ月間仕事を与えられす事務所内で待機を命じられるなど、バフーハラスメントで精神的苦経を受けだ

として、在沖米海兵隊日本人警備大隊に所属していだ基地従業員の男性(41)が3日午後、元上司の従業員男

性に 300万円の損害賠償を求める訴えを那覇地裁に起こしだ。原告の男性は「司令官をはじめ、米軍人は数

年で交代する。長年いる少数の日本人幹部が強権を振るってあり、職場は異常な状態。パワハラに泣き寝入

＇）する人をこれ上増やさないだめに提訴しだ」と語った。

●3月4日

普天間飛行場の代替施設建設に伴う環境影響評価（アヒスメント）万法書の追加修正資料について、県は 4

日、騒音やジュゴン調盃などに関する 26項目百一件の「県の意見」を取りまとめ、文化環境部長名で沖縄

防衛局に郵送しだ。意見の中で漂は「民間地上空の飛行ルートを回避するという名護市長や宜野座村長との

基本合意を誠実に霞行する必要がある」と注文を付けだ。防衛局は来週にも万法書を確定し、再公表を実施。

早ければ合月中にもアセス調盃の許認可を県などに申請する。

●3月6日

上原昭知事公室長は 6日、日米地位協定に関する調盃スタッフを新年度から強化する方針を明らかにしだ。

喋議会予算特別委員会で、国場幸之助氏（自民）に答えだ。票はこれまで、基地の整理・縮小や安全保障など

に関する情報収集のだめ、調盃を外部に委託してきだ。 08年度は、地位協定の見直し問題に重点的に取り組む。

●3月7日

儀間光男浦添市長は、 7日の市議会 3月定例会で、那覇軍港受け入れに伴う交付金の減額1こより凍結して

いる 4 事業について、「軍港受け入れで 33 件 •75 億円余の事業を行い、多大な成果を上げている。ここで本
市の振興策を中断するわけにはいかない」と、予算確保に強い意欲を示しだ。石川武夫氏（無所属）の質問に

答えだ。凍結されているのは (1)宮城児童センター建設(2)仲西中校区保健福祉センター建設(3)仲間地区街

なみ環境整備事業（市道整備X4)市てだこ小ホール備品購入。在日米軍再編に伴う米軍再編交付金で、浦添

市には約3,700万円の交付が決定している。だが、同市は軍港受け入れに伴い、 SACO交付金約3億6,000

万円と同額の振興策を国に求めている。

●3月8日

金武町のキャンプ・ハンセン「レンジ3」付近に、最大 1,200メートルの射程に対応する米陸軍特殊部隊

（グリーンベレー）の新しい小銃（ライフル）用射撃場の建設が計画されている問題で、米軍が6日午後、防

衛省に対し、工事に看手しだと通知していだことが8日、分かっだ。金武町の儀武剛町長は「負担増につな

がる」と批判しだ。沖縄自動車道ガ

らの距離は約500メートルで最も

近い集落の伊芸区から約 1キロの場

所に建設される。射撃場から東に数

キロ離れだレンジ 16にはレンジ4

の都市型戦闘訓練施設を移設する予

定で、ハンセン内に相次いでグリー

ンベレー専用施設が整備されること

になる。新射摯場は兵士に射撃の資

格を与えるだめの訓練施設。高さ約

14メートルの3階建てで、 2、3階

にそれぞれ 10の射撃スポットを設

置。ターゲットは 100~1,200メー

トルの範囲内で対応可能で、遠距離

対象に用いられる。建設費1お米宣予 ” 
算で720万ドルと見込まれている。

（みながわみずゑ）
名護市汀間で立往生する米軍（3/2、「ヘリ基地いらない二見 10区の会」より）

月刊キャッチピース No.152 2008.03.20 1988年6月18日第三種郵便認可（通巻229号）
13 



性暴力の被害者を出さないだめに

私は、「沖縄の米兵による女性・子どもへの性農カ・

人権侵害を許さず、日米安保条約を廃棄し、全ての軍

事基地の撤去を求める署名」という長い名称の命どう

宝ネットワークが集めてきだ署名の代表名義人になっ

ています。

その署名は、「1995年9月23日、私達は署名行動

を始めましだ。」から始まり、 9月4日に起こった少

女への性霙力事件に対して「戦後 50年間、こんなこ

とが繰り返され、赦されてきだのだと抑えきれぬ怒り

を感じましだ。私だちは、基地があり米軍が居る限り

犯罪が起こる、女性や子どもの犠牲者を出さないだめ

には、基地も軍隊もなくさなければならない。それが

私だちの責任だと、身に沿みて感じましだ。米兵に対

する怒L）と共に自らのふがいなさにも怒りを感じだの

です。」という認識に立って、「一人ひとりの怒•）の声

を合わせ、未来への希望を出し合い、軍事基地・軍隊

の即時撤去の大きなうねL）を作っていきましょう。軍

隊は私たちの安全を守りません。私だちは人間の尊

厳が守られる軍事基地のない沖縄を取り戻すまで、次

のことを要求し、実現するまで何度でも、毎月 4日

に署名を提出し続けます。 1、米兵による女性・子ど

14-

嘉手納基地の載闘機FA18ホーネット(')ムビース提供）

もへの性暴カ・人権侵害を赦さない。 2、沖縄ガら軍

事基地を撤去せよ。 3、日米安保条約を廃棄せよ。 4、

米軍用地の強制使用を直ちに停止せよ。」ということ

で、前回の原稿を書き終えだ後の2月4日、いつも

のように首相官邸とアメリカ大使館へ 149回目の提

出行動を行いましだ。

その後、琉球正月の三が日のあ祝いを終えて 2月

11日の朝、年賀状の宛名書きをしていた時に、沖縄

の女子中学生への性累力事件を知りましだ。

政権担当者のふがいなさ

その後も、ニュースが流れるだびに、 13年前の少

女レイプ事件の抗議集会、仲井真県知事、教育長、外

務大臣などが、合回の事件への抗議と再発防止を強く

米軍側に求めだとの報道が繰り返されました。

私は、被害に遭っだ少女、家族、友人たちの深い悲

しみと犯人に対する怒りに気持ちが落ち込む一万で、

彼等政治家どもの無責任さに向かって慣憑やるガだな

い怒1）に駆られていましだ。これまで沖縄の米軍基地

を受け入れてあきながら、何が抗議か、何が再発防止

か。自分達が共犯者であるという自覚がない、恥知ら

ずにも程があるという怒りでしだ。
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13年前の時は、戦後 50年経っだなかで、当時の

大田知事は真摯に謝罪し、米軍基地の強制使用への協

刀を拒否し、村山内閣から起こされだ行政訴訟で被告

となりながらも最高裁まで闘いましだ。

そして、多くの運動家達も自分のふがいなさに怒，）

を向け、自分の問題として捉えだからこそ、その後の

闘いが倦まず弛まず取り組まれてきだのです。しかし、

その後 13年間、米軍犯罪は、アフガン、イラク戦争

との関係で沖縄だけではなく、横須賀や岩国、佐世保

など米兵がいるところでは、連続して起こってきまし

だ。

何が問題なのか分かっていて、問題の本質に迫ろう

としない日本、沖縄の政権担当者は、卑怯者、臆病者

ばかりとしかいいようがありません。

闘い続けなければ

私だちは、沖縄御万人の怒L）と希望を東京へ、とい

うことで 13年間続けてきだ署名提出行動に加えて、

アフガン、イラクヘの侵略戦争開戦の時、韓国で女子

中学生2人が米宣装甲車に礫き殺されだ時にも首相官

邸とアメリカ大使館への抗議行動を起こしましだ。合

回も緊急行動を呼びかけ 2月12日の夕方、 11人で

首相官邸へ。しばらくしてから、署名提出行動に長い

間応えている官邸職員が出てきましだ。 13年前どこ

ろか 63年前から米軍による子どもや女性への性景力

は続いていることに対して、人間としての責任を自覚

し日本政府は直ちに米軍の撤退を求めるべきだと訴え

ましだ。

そして、米国大使館へ向かう途中でも、道行く人々

に沖縄の事件を訴えて歩く仲間だち。まだ警備の

警察官に対しても私だちの想いを訴えながら歩き、

正門前へ。

そして、いつもの警備担当者こ私だちの怒りと

希望をしっかりと語り、行動を終えましだ。その

時の官邸職員、米大の警備責任者もそれぞれショッ

クを受けていだ感じで、私だちの話に何時になく

うなずき、真剣に受け止めていだという気持ちが

伝わってきましだ。

そして翌 13日は、一i平反載地主会関東プロック

の呼びかけで、JTピル前に文字通りの寒風吹きす

さぷ中大きな横断幕やノポリを掲げての抗議集会。

マスコミ関係のライトで、その行動が浮かび上がって

いましだ。相変わらず3名規制をかける警備に対し、

激しく怒りの抗議をし、 8名が門前に行くことで了解。

その過程でも、トラメガをあくようにという過剰警備

なこで、混乱しながらも、結局 10名以上がアメ大前

まで押しかけました。そして、全体で2時間近くの

行動を締めくくり、合後も米軍基地を無くすまで、闘

い続けることを誓い合って解散しましだ。

ひとりの命より米軍再編

そうしだ中で、米側トップのシーファー駐日米大使

やライト在日米軍司令官、ジルマー在沖米四軍調整官、

メア在沖米国総領事らが日本政府と沖縄県首脳陣に入

れ替わり立ち代わり謝罪し、再発防止策を約束し、日

米軍事再緬への悪影響が及ばないように必死だっだよ

うです。

岩国市長選挙の投票日が、奇しくも事件発生と重

なっていだことは、彼等軍事支配者だちにとって幸運

だっだのでしょう。米軍再編に協力するしか生きられ

ないと高を括って自民党候補者に投票した人だちも、

その事件直後の投票だったらば、流石に自分達の将来

像と結びつけて考えを変えだ人が多かっだと思いま

す。

しガし、その後も沖縄では海兵隊の犯罪が続発し、

政治家や米軍責任者の言葉が如何に実効性のない空疎

なものか、改めて明らかこなりましだ。女子中学生

の事件のきっかけとなっだ沖縄市で、 22歳の海兵隊

員が酒酔い運転の疑いで現行犯逮捕。 21歳の海兵隊

員が酒に酔って名護市辺野古の民家に侵入しだとして
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ていることが明らかにされましだ。

住居侵入の疑

いで現行犯逮

捕。そして、

読谷村トリイ

ステージョン

所属の米陸軍

兵が、沖編市

のビジネスホ

テルで発生し

だフィリピン

女性への性暴

カ事件の容疑

で身柄を軍当

局に拘束され

載争で人殺しをしてきだリ、そのだめの猛特訓を受

けて人間性を奪われだ宣人だちは、本国に戻っても人

間性を回復するのに何十年もかかっだ例が沢山あるそ

うです。まして、巽国のアジアの果てでそのストレス

に耐えることは出来ないと言っていいでしょう。戦争

と軍隊がある限り、殺翫と性景力、人権侵害は必然で

あることは、歴史と現実が嫌というほど証明している

のではないですか。

犯罪は戦争の凶悪化とともに

特に、近代資本主義の拡大に伴い、その規模と残虐

性、大量殺人は文字通り人間性の枠を越えた悪魔の仕

業としか思えないほど凶悪化しているのは周知のこと

でしょう。

沖縄は、そうした歴史の中で、東アジア太平洋の不

沈空母、要石とされてきましだ。日米両国政府、資本

と権力者、軍人達の共同支配下での沖縄戦以来、戦後

63年変わらぬままの軍事楢民地の沖縄。

だから、合回の事件も、米宣が上陸しだ直後の沖縄

島の各地で起こっだ殺翫と性霙力に連なる悲劇に他な

らないのです。沖縄の軍隊・基地は要らない行動する

女だちの会が大分前にまとめだ載中から起こっだ米軍

による性襲力のリストがあります。合回の事件が起

こって思い出しだのですが、その膨大さに驚くと同特

に、それですら氷山の一角という事実の重さに暗渥だ

る想いに沈みましだ。

合回、女子中学生が告訴を取り下げ、米兵は釈放さ
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れましだ。セカソドレイプともいえる報道などにどれ

ほど彼女と家族がこの20日以上の間苦しみ、悔しさ

と怒りに沈んだことでしょうか。想像するだけでも、

居だたまれない想いに駆られます。

基地を認め、日米安保を日本とアジアの平和と安定

に必要だといってきだ人間達は、数え切れないほど起

こってきだ米軍犯罪の共犯者だと言いだい。軍事基地

がある限・）、その根拠となっている日米安保条約があ

る限り、止めることはできない。だから、日米地位協

定の問題ではない。その根源を取り除くまで怒L）と希

望を燃やし続けなければならないということです。

ひとりひとりができること

この間、沖縄だけでなく日本全体で、多くの団体涸

人が怒りを共有し、抗議声明を発し、行動に立ち上がっ

ています。

こうしだ状況の中で、私だちは何を目指すべきかを

明確にすべきです。戦中、戦後 63年間、軍隊による

被害を受けてきだ一人ひと•）の悲しみ、扁み、怒りを

われわれ自身の悲しみ、痛み、怒りとし、そこから希

望を生み出し、闘いに変えるエネルギーが求められて

います。その希望は、全ての軍事基地と軍隊のない沖

縄を再生させることです。まだ、日本全国を米軍の思

うままに蹂躙させようとしている日米軍事再編を断固

として拒否することです。

合回の日米軍事再編1a、太平洋の要石沖縄の負担軽

減という甘言を弄して日米両軍の密約に沿って政治が

引っ張られていると思います。軍事戦略に政治が従属

している現実を厳しく見抜く必要があります。

日米軍事再編は戦後何度もありましだが、皆さんの

記憶に新しいところでは、元毎日新聞社の西山太吉さ

んが告発しだ沖縄返還に伴う密約でしょう。それです

ら、いまだに日本政府は認めようとはしていないので

す。

その返還の時も、沖縄の本土並み返還という大嘘を

前面に立てて、ベトナム戦争後の米軍再編強化が図ら

れだではないですか。

横須賀に空母ミッドウエーが海外初の母港として乗

り込んできだのは、沖縄返還の翌年。その流れが、合

回の原子力空母ジョージワシントンヘ引き継がれよう

としていて、その発表が、 3年前の日米軍事再編の中

間報告とほぽ同時だっだことからも明らかです。だだ、
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当時と合回の再編には大きな違いがあります。 36年

前の再編が、ベトナム載争後のアジア太平洋に於ける

米軍戦略の再編強化だっだのに対して、合回の場合は、

アフガン・イラクから中東戦争後のアジア太平洋に於

ける文字通り日米両軍一体となっだ軍事戦略の再編強

化だということです。

沖縄の解放は未だならず

私だちは、沖縄の先輩達の苦闘、奮闘を受け継＜中

で、戦後直くの島くるみ闘争から何度も何度も島くる

みの決起を繰り返し、多くの勝利を積み重ねてきまし

だ。しかし、この際はつきりとさせてあかなければな

らないことは、沖縄戟以来続く日米の固い密約による

軍事楢民地のくびきからの解放は未だならすというこ

とです。その彼等日米軍事支配者だちの戦争載略の大

きな流れをせき止めない限り、私だちの子や孫の世代

に未来はないということです。

来年の2009年が薩摩による硫球国への武力侵略か

ら400年の節目にあだります。日本の植民地下で続

いた長年の差別と戦争、軍事基地による悲惨な歴史を

根っこから転換するだめに来年こそ大きな戟略目標を

掲げるべきだと、私は王張し続けてきましだ。そのこ

とを非武装流球ネジア連邦への独立運動と表現してき

だのです。その独立運動は、 2014年までの日米軍事

再編のロードマップと真っ向から対決するものです。

それに勝利すること無しに独立も完全平和もありえ

ません。あるのは、更なる従属、差別、そしてかつて

の沖縄戦とは比較にならない壊滅的な戦争です。です

から、合回の事件を糾弾、抗議する沖縄と全国の行動

は、日米地位協定のレベルの問題としてではなく、明

確に日米軍事同盟の撤廃を打ち出し、具体的には辺野

古の新基地、高江のヘリバッドなどの建設を阻止する

ことでなければならない、というのが私の決意です。

若い世代へのバトンタッチ

そうしだ私たちの世代を引き継＜若い世代とのすば

らしい出会いについて前号の最後に報告しましだが、

そのフロリダ在住の沖縄人留学生からすばらしいメー

ルを貰いました。合、 24歳の若い女性が、 80歳まで

の人生を展望して勝利を誓っている何とも嬉しい便り

です。皆さんにも読んでもらいだいと思い、最後に紹

介します。

「はいさい、メールの返事遅くな，）、ごめんなさい。

合日から一週間の春休みに入りましだ。後半戦に向け

て不足しだ睡眠時間を補っていこうとさっそく 7時

間睡眠とりましだ！立派な原稿とコラムありがとうご

ざいましだ。

予想もしない所から太田さんとの出会いがありとて

もうれしく思います。

又、太田さんの滞米中、沖縄の事を色々と伺う機会

がありとても勉強1こなりましだ。

太田さんや多くの人の平和1こだいする思い、行動が

世代に渡って活動しているにも関わらず、戦後60年、

未だなあ、問題をのこす基地問題。

軽々しく、平和な沖縄になる持期がもうすぐ来ると

発言しましだが、現実的な問題や複雑な政治関係、世

代に渡って活動してきだ人達の努力を考慮せずにだだ

言っだのではなく、本当に平和になれる時期がもうす

ぐ来ると思います。

面白いことに、物事は少しのきっかけで大きく動く

ことがあります。坂道で軽くポールをつつけば、自然

と加速を増しながら転がっていきます。同じように、

小さなきっかけで、動き出せば、後は、世代に渡る多

くの人達の思いと努力が加速となり、物事をひっくり

返す力が生まれます。すべての事に時があるように、

沖縄の平立（平和こ立つ）にも時がある。簡単ではな

いのは承知ですが、このきっかけを逃がさず、うまく

利用できるように、合後も学んで生きだいと思います。

並外れだ知識、オ能はありませんガ、私の80年とい

う短い生涯、諦めないという自信はあります。

合日も充実しだ日を！ありがとう。」

（ああただけじ）
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1アフガニスタン餌り ヽ→←漑用水路の建設に従事する現地作業員の日当は

濯。0アフガニ（＝ 120ルビー＝ 240円）だ。
この日当を目当てに農民の男達が毎朗なにガ仕事を得

ようと作業現場に集まってくる。夏（ラマダーンまで）の始業時間は朝6時だが、 5時半には飯場近くのいつ

もの場所に集まって現場監督である私達が乗る車の到着を待っているから驚く。「その熱意を仕事にも注いで

くれだらな・・・」と思いつつ、集まっだ男達のなかから、その日一日の仕事量に合わせて 20~30人を選抜し、

「アルタ、アタ」（あっちに8人）「デルタ、サDール」（ここは4人） •••と知っているパシュトゥー語を駆使し

て私は人員を配置する。前日あ喋りばかりして仕事をろくにせず反抗的な態度をとったとか、他の作業員に弱

い者いじめをしだとガ、特段行動や性格に問題があれば別だが、でなければ、仕事ぷりに多少不満はあっても

気心が知れているという理由で、私は「いつもの顔ぷれ」を選ぷことにしている。

集
まってきだ男達の貧しい暮らしぷりを思うと、男達皆に仕事を割り当ててやりだいのだが、…。中には

我れ先にとスコップ（ベルチャ）やネコ車（ラスガーレ）を自分用に確保して勝手に仕事を始めようと

する者もあれば、片言のバジュトゥー語で「パース」（人手は足りてる）「カール、ニジタ」（仕事はないよ）

と言う私1こ執拗につきまとい仕事をさせてほしいと食いさがる者もある。まだ 12、3歳の少年や見だ目には「老

人」（男も女も実年齢よりすっと老いて見える）と思しき者もいる。皆、貧しい家計を助けようと現金収入（年

齢に関係なく、日当は 100アフガニを支払う）を欲しているのだ。仕事をさせてくれと懇願する少年に、無意

味とは思いつつ「マキターブ、夕、ズー」（学校へ行きなさい）と叱ると、きまって返ってくるのが「マキター

ブ、ニジタ」（学校はないよ）だ。学校の勉強よりも、貧しい家計を助けるほうが先なのだ。

ちなみに当地ではペプジコーラ 1缶が20ルピー（＝ 16アフガニ入卵 1個が6)レビー (=5アフガニ）だ。

アフガニスタンの公式通貨はアフガニだが、隣国パキスタンの通貨も通用するので、私だちはふだんの

買い物はほとんどパキスタンルピーで済ませている。もちろん現地作業員の日当はアフガニで支払う。濯漑用

水路建設は当然、乾燥しだ荒れ地に水を通して農耕や牧畜ができるようにすることが目的（当地では水の供給

が十分あれば小麦と米の二毛作が可能になる）だが、同時1こ貧しい農民にとって、この用水路の建設事業は、

彼らが貴重な現金収入を得ることのできる希少な機会でもある。それにしても、摂氏 50度を超す炎天下で苛

酌な労働に汗を流す農民の逗しさには頭が下がる。 (R) 

＊作業員への日当は、物価の高騰に対応して、 10月以降 150アフガニに上がった。

ジャララバードからクナール）II沿いに車を飛ばして30~40分ほど、ジェイワバザールを抜けると第二期工事の作業現場も近い。
灌漑用水路は正面の尾根括に沿って右（東）から左（西）へ延長工事が進められている。ジェイワ村を抜けるこの幹線道路（ジャ
ララパードとバキスタンのチトラルを結ぷ）をISAF(NATO宣）の装甲車の車列が毎日ものものしく幾度も往復する。
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』 アフガニスタン硬り
フォト

八百屋の店先には

季節の野菜が並

んでいる。

・タマネギ

・ジャガイモ

・キュウリ

・ナス

・インゲン

・アカカプ

・ヘチマ

・オクラ

・トマト

・ニガウリ

・ジジトウ

どれもこれも日本で

も見かける野菜だ。

(2007.06.08) 

肉
屋の店先にはそ

の日の早朝に解

体されだばかりの肉が

鉤に吊るされ売られて

いる。赤身の肉には肉

汁を吸いにハチが群

がっている。「ヤオキ

0 (= 1 kg)」と目方

を言って右手の人差し

指を立てて見せると、

使いこんだ肉切リナイ

フの刃を砥石で軽く研

くや、目分量で手際よ

く肉塊を削いで秤に載

せ、重さを大雑把に確

かめた後、愛想よくピ

ニール袋に入れてくれ

だ。

ジェイワバザール
アフガニスタンについて「戟火の…」と書くのが合やマスメ
ディアの常識だが、そのアフガニスタンにも人々 の日常の平穏
な暮らしぷりがあることは忘れないでほしい。庶民が心底欲す
るもの、それは医食だ。戟争なんか欲していない。 (R) 
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編攘室ガら
◎あわびです。前号の「オキナつから

トウキョウから 34」のタイトル背景を

「嘉手納基地のF15戟闘機」とクレジッ

トしましだが、これは「FA18ホーネッ

ト」でしだ。ご提供いだだいだ「リムピー

ス」さんからのご指摘でしだ。あわび

して訂正します。

◎これを書いているころ、子犬を崖下

に投げる米兵の姿をTVで見ました。そ

の米兵にももちろんですが、このよう

に人の心をささくれさせる軍隊という

ものに、大きな憤りを感じます。一人

の少女を震行しだ沖縄の海兵隊員へ感

じる憤1）そのものです。

◎前号から編集ソフトを替えだだめ前

号にはアチコチにミスがありましだ。

フッダーの通巻数字など、合号で修正

会計報告 (08.01.19~08.03.08)
【収入】

1 先月からの繰越 276,605 

2 当期の収入 18,000 

(1)会費収入

①維持団体

゜②維持涸人

゜③参加団体

゜④参加涸人

゜⑤通信会員 18,000 

(2)カンバ収入

゜(3)運動収入

゜(4)預金利子・資料収入

゜【支出】

3 当期の支出 30,084 

(1)郵送費 27,404 

(2)文具・備品

゜(3)振込手数料等 560 

(4冷担金

゜(5)0ッカー代

゜(6)雑費・備品 2, 120 

［残高】

4 次月への繰越 264,521 
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